
Plasma Conference 2011  
(日本物理学会領域２　2011年秋季大会）	


	
	


日本物理学会領域2運営会議	


金沢　 　 2011年11月23日10：40～11：20  B会場	




22	
	


議　題	


報報告告とと討討論論	
	


（１）2011年10月からの新役員体制について　 
　　　（一般社団法人への移行に伴う領域代表、副代表の任期変更について） 
（２）PLASMA2011に関する報告	

（３）第６７回年次大会案内とシンポジウム，招待・企画講演の提案	

（４）学生優秀発表賞に関する報告と具体案に関する議論	

 
（５） プラズマ宇宙物理3学会合同セッションに関する連絡と報告、及び検討 
（６）若手賞選考に関する報告 
（７）領域名に関する提案	


その他・アナウンス 
（１）日本学術会議報告（伊藤早苗教授（九大））	

（２）科研費「系・分野・分科・細目表」の見直しについて報告　	

　　　（岡村昇一（ＮＩＦＳ））	

（３）分科会小委員会紹介　（三間國興　（光創成大院））	
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（１）新領域運営委員の紹介	

下記4名の方々が2011年9月で役員任期終了となる． 
領域前代表  菊池　満　                 日本原子力研究開発機構 
役員   利根川昭　　　  東海大学   
役員   河村　徹   東京工業大学 
役員   古川　勝   東京大学	


○2011年10月からの役員体制は以下の通り (～2013.3まで) 
　　領域代表  安藤　晃   　東北大学 
　　領域副代表  米田仁紀  　     電気通信大学 
     領域前代表  菊池　満   　日本原子力研究開発機構 
○(2012.3まで領域委員、2012.3～2012.9まで役員） 
　　役員（領域運営委員） 　重森啓介  　大阪大学 
　　役員（領域運営委員） 　井　通暁  　東京大学 
　　役員（領域運営委員） 　荒巻光利  　名古屋大学 
○(2012.9まで領域委員、2012.9～2013.9まで役員） 
　　役員（領域運営委員） 　三好隆博  　広島大学 
　　役員（領域運営委員） 　田村直樹  　核融合研 
　　役員（領域運営委員） 　蓮尾昌裕  　京都大学 
○(2012.4から領域委員、任期は2011.9～2014.9） 
　　役員　  　　　　　出射　浩  　九州大学 
　　役員　  　　　　　永岡賢一  　核融合研 
　　役員　  　　　　　宮戸直亮  　日本原子力研究開発機構	
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一般社団法人への移行に伴う領域代表、副代表の任期変更につい
て	


領域代表・副代表の任期も１０月～翌年９
月ではなく、４月～翌年３月に変更。	


２０１１年１０月からの領域代表、副代表は
２０１２年３月までの任期か２０１３年３月ま
でとするかを決める。	


領域２では代代表表、、副副代代表表はは２２００１１３３年年３３月月まま
ででのの任任期期とすることで、会員に審議メール
を流し、異論がなかったため決定。	
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役割分担表	
 （２０１１．１０　～　）	


大会（プログラム編集・会場設定）	
 重森，井，三好（正），蓮尾（副）， 
出射，宮戸	


シンポジウム・招待講演・企画講演	
 蓮尾（正），三好（副） ，井，重森	


3学会合同世話人	
 井，安藤，三好	


ビームとの合同セッション担当	
 重森（正），蓮尾（副）	


表彰・若手賞	
 米田（副代表）	


学生発表賞	
 開催時の代表，副代表	


学生発表賞担当	
 田村，荒巻，永岡	


会計・予算	
 安藤（代表）	


学会連携（2年間）	
 田中，古川，菊池，荒巻，安藤，蓮尾	


広報（ホームページ）	
 重森（正），永岡（副）	


メーリングリスト	
 田村	


編集（JPSJ）	
 菊池（前代表）	


役員会・運営委員会幹事（書記）	
 田村（正）	
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（5）PLASMA2011に関する報告	


PLASMA CONFERENCE 2011	

日本物理学会（領域２）2011年秋季大会  
プラズマ・核融合学会第28回年会 
応用物理学会第29回プラズマプロセシング研究会	


会期：平成23年11月22日（火）～25日（金） 
場所：金沢県立音楽堂	


（物理学会推薦）　基調講演（３件)、シンポジウム（２件）、招待講演（４件）　　	


参加講演数：基調講演 11件、シンポジウム 18件､ international Session 34件、国内招待講演　20件	

　　　　　　　　一般講演口頭発表　223件、一般講演ポスター発表　516件  	
	


組織委員長　藤山 寛（長崎大学）  
組織副委員長　小川雄一（東大、プラ核会長）、栗原一彰（東芝、応物）、菊池　満（JAEA、領域２旧代表）	


物理学会関連組織委員　田中和夫（阪大）、古川　勝（東大）、石原　修（横国大）、　吉田善章（東大）、安藤　晃（東北大）、 
　　　　　　　　　　　　　　　　蓮尾昌裕（京大）、居田克巳（核融合研）、伊藤早苗（九大、学術会議）、濱広幸（東北大、ビーム領域代表）、　 
　　　　　　　　　　　　　　　　松元亮治（千葉大、天文学会），　柴田一成（京大、天文学会）、 

　　　　　　　　　　　　　　　　羽田 亨（九大、地球電磁気・地球惑星圏学会），　山本 衛（京大、地球電磁気・地球惑星圏学会）、 
　　　　　　　　　　　　　　　　	


参参加加者者数数((事事前前登登録録))：：992266名名（（ううちち、、正正会会員員　　446644名名、、学学生生　　338822名名））  	
	


今今後後のの運運営営形形態態ををどどううすするるかか？？  	
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（８）第６７回年次大会の紹介	


○○開開催催場場所所：：関関西西学学院院大大学学西西宮宮上上ヶヶ原原キキャャンンパパスス	
	


○○開開催催日日程程：：22001122年年33月月2244日日（（土土））～～33月月2277日日（（火火））	
	


○○講講演演申申込込期期間間（（WWeebb受受付付））：：	
	


　　　　　　　　22001111年年1111月月44日日（（金金））～～1111月月2277日日（（日日））1177時時  	
	


講講演演申申込込及及びび事事前前参参加加登登録録ののササイイトトはは以以下下ののUURRLLよよりりリリンンククさされれてておおりりまますす。。          
      hhttttpp::////wwwwww..ttooyyooaagg..ccoo..jjpp//jjppss//iinnddeexx..hhttmmll	
	


登登壇壇者者はは日日本本物物理理学学会会員員にに限限らられれまますす。。  非非会会員員のの方方はは講講演演申申込込締締切切日日ままででにに入入
会会申申込込手手続続ききをを完完了了ししててくくだだささいい。。  入入会会にに関関ししててはは以以下下ののUURRLLををごご覧覧くくだだささいい。。            
      hhttttpp::////wwwwww..jjppss..oorr..jjpp//nnyyuukkaaii//	
	


そそのの他他，，年年次次大大会会のの詳詳細細情情報報ににつついいててはは以以下下ののUURRLLかかららごご覧覧くくだだささいい。。    
      hhttttpp::////wwwwww..jjppss..oorr..jjpp//aaccttiivviittiieess//mmeeeettiinnggss//iinnddeexx..hhttmmll	
	


「「学学生生優優秀秀発発表表賞賞」」のの開開始始	
	


企企画画（（１１））・・招招待待（（２２））・・シシンンポポジジウウムム（（２２））・・若若手手（（２２））	
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（7）日本物理学会・学生優秀発表賞	


１１．．第第６６７７回回年年会会（（関関西西学学院院大大学学、、平平成成２２４４年年３３月月））よよりり開開始始すするる。。 
 
２２．．  優優秀秀発発表表賞賞のの審審査査をを希希望望すするる学学生生はは講講演演申申しし込込みみのの際際にに応応募募すするる。。 
　　　　　　　　(申申込込時時にに学学生生ででああっったたもものの（（学学生生ととはは，，学学会会発発表表時時，，大大学学・・大大学学院院ままたたはは同同等等
のの機機関関にに所所属属しし，，学学部部・・修修士士・・博博士士課課程程にに在在籍籍すするる者者））がが対対象象者者。。) 
３３．．  審審査査はは一一次次審審査査とと２２次次審審査査のの２２段段階階でで行行うう。。 
 
４４．．一一次次審審査査はは座座長長がが行行うう。。一一次次審審査査員員はは発発表表をを聞聞いいてて審審査査をを行行いい評評価価点点ととココメメ 
　　　　ンントトとと共共にに、、二二次次審審査査員員にに提提出出すするる。。 
５５．．  二二次次審審査査はは、、一一次次審審査査のの評評価価点点、、ココメメンントト、、元元にに審審査査をを行行いい、、優優秀秀者者をを決決定定 
　　　　すするる。。二二次次審審査査委委員員会会はは領領域域代代表表又又はは領領域域代代表表がが指指名名すするるももののをを委委員員長長ととしし、、 
　　　　三三役役及及びび領領域域役役員員かからら選選ばばれれたた委委員員をを加加ええ合合計計３３名名以以上上でで構構成成さされれるる。。 
 
６６．．  受受賞賞者者はは日日本本物物理理学学会会領領域域２２代代表表者者名名にによよるる賞賞状状をを授授与与すするるとと共共にに、、領領域域２２ 
　　　　ののホホーームムペペーージジととメメーーリリンンググリリスストトににてて発発表表すするる。。	
	


物物理理学学会会領領域域２２でではは、、物物理理学学のの発発展展にに貢貢献献ししううるる優優秀秀なな一一般般講講演演発発表表をを 

行行っったた学学生生のの方方々々にに対対ししてて「「学学生生優優秀秀発発表表賞賞」」をを授授与与すするる制制度度をを開開始始すするる。。	
	


詳詳ししくくははチチララシシ、、ままたたはは学学会会ＨＨＰＰををごご覧覧くくだだささいい。。(http://div.jps.or.jp/r2/index.html) 
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（８）第６７回年次大会でのシンポジウム，招待・企画講演の
提案	


１．シンポジウム  極限高強度場の科学　（Extremely-High Field Science）  
　　　　　　　　　　　(ビーム物理、理論核物理、実験核物理との共催) 
　　　　　　　　　　　提案者：　西村博明 （阪大レーザー研 ）	


２．シンポジウム  高温プラズマにおける高Z多価イオンの分光と原子構造に関する 
　　　　　　　　　　　　研究の新展開　　 
　　　　　　　　　　　　提案者：　門　信一郎 （東大・工 ）	


３．招待講演  渦に注目するプラズマ宇宙物理の新展開　 
　　講演者：　吉田善章　（東大・新領域)　　 
　　　　　　　　　　　提案者：　菊池　満 （日本原子力 ）	


４．招待講演  ミラー磁場配位中のICRF加熱と高エネルギーイオンの振舞 　 
　　講演者：　市村　真　（筑波大・数理物質科学)　　 
　　　　　　　　　　　提案者：　安藤　晃 （東北大・工 ）	


５．企画講演（受賞記念講演）	
 
　　H.Alfven prize　　長谷川晃　(大阪大学名誉教授) 
　　　　　　　　　　　　　　「プラズマ乱流の自己組織化とそれによる異常拡散の低減」   
　　H.Alfven prize　　三間國興　(大阪大学名誉教授)　	
 
　　　　　　　　　　　　　　「色々なプラズマ乱流におけるInverse Cascade と”Zonal Flow”」  	
 

　　仁科記念賞　　　	
 藤澤彰英　(九州大教授) 
　　　　　　　　　　　　「磁場閉じ込めプラズマ中の乱流とメソスケール構造の生成について」  	
	

　　仁科記念賞　　　	
 居田克巳　(核融合科学研究所教授) 
　　　　　　　　　　　　　　「磁場閉じ込め高温プラズマにおける巨視的な自発流」  	
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第67回　年次大会（H24春＠関西学院大）　合同シンポジウム開催案内	
  
題題目目：：「「極極限限高高強強度度場場のの科科学学  」」	
	


　観測技術や装置の高性能化に伴い、nQED、真空の偏極、
対生成、QGプラズマ、カイラル磁場、相対論プラズマ物理と
いった極限高強度場の物理がますます注目され、宇宙素

粒子物理、原子核物理、ビーム物理、プラズマ物理などの
を含む新しい学際領域を形成しつつある。これを契機として

関連分野の現状を共有するとともに、今後の協力体制・研
究活性化に繋がる議論を期待し開催するものである。 	
  
	


開催趣旨	


　・領域２（プラズマ物理）	
  
　・ビーム物理領域	
  
　・理論核物理領域	
  
　・実験核物理領域	
  
	


合同開催	


０．開催趣旨                      西村博明　（阪大レーザー研）	
  
	
  
１．　宇宙における高温、高密度、強磁場の現象　　　	
  
　　　　　　　　　　　　　　　　　　郡　和範　（KEK）	
  
２．　高強度場を利用したAXIONの観測実験について　	
  	
  
　　　　　　　　　　　　　　　　　　小川　泉　（福井大工）	
  
３．　Par�cle	
  and	
  Photon	
  Accelera�on	
  via	
  Extremely-­‐high	
  Fields	
  　　　　　　　　　　　  　　　　　　	
  
　　　　　　　　　　　　　　　　　　S.	
  V.	
  Bulanov　（原研関西研）	
  
４．　原子核衝突におけるカイラル磁場効果      　　　　	
  
　　　　　　　　　　　　　　　　　　福嶋健二　　（慶応大理工）	
  
５．	
  Extreme	
  Light	
  Infrastructure	
  (ELI)	
  project	
  in	
  EU　　　	
  
　　　　　　　　　　　　　　　　　　G.	
  Mourou	
  　(仏CNRS)	
  
６．　激光エクサによる高強度場プラズマ物理　　　　　　	
  
　　　　　　　　　　　　　　　　　　村上匡且　	
  (阪大レーザー研)	
  
７．　総合討論 	
   	
   	
   	
   	
  　　　	
  
　　　　　　　　　　　　　　　　　　板倉数記　　（KEK）	
  
	


プログラム	


承認済み	




高高温温ププララズズママににけけるる高高Z多多価価イイオオンンのの分分光光とと原原子子構構造造にに関関すするる研研究究のの新新展展開開 
提案者：東京大学・門信一郎	


核核融融合合研研究究ににおおけけるる高高Z材材料料のの重重要要性性：： 
次世代核融合実験装置ITERではD-T燃焼実験のためダイバータ部材料としてこれまで使用し
ていた炭素材に代えてタングステンの使用を予定している．これを受けて世界の主なトカマク装
置ではタングステンを用いたダイバータ・真空第一壁実験を開始もしくは計画している． 

 W第一壁トカマク（実施中）：ASDEX（ドイツ），JET（EU） 
 W第一壁トカマク（予定・計画）：EAST（中国），ADITYA（インド） 
 Mo第一壁トカマク一部Wダイバータ（実施中）：ALCATOR-Cmod（米国） 

（ITERでは現在第一壁にBeを予定しているが，原因は不明） 
 
分分光光計計測測のの現現状状：： 
タングステン等の高Z原子多価イオンの分光計測はあまり行われておらず，原子構造は実験・理
論両面において不明である．現在，世界の多くのトカマク装置でこれら高Zイオンの分光計測が

開始され始めている．また，波長や遷移確率等不明な点が多く実験からの解明が待たれている． 
 
分分光光計計測測のの将将来来性性：： 
高Z原子ではその大きな相対論効果のため遷移則が破れ，禁制線が許容線と同様強く発光す
る場合が生ずる．特に磁気双極子禁制線等は高Z領域でも波長が長く，次世代 核融合装置の
分光計測にとって非常に重要となる．	
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原原子子物物理理ににおおけけるる物物理理的的背背景景：： 
タングステンの原子番号は74と非常に大きく通常用いられているLSカップリングでは記述できず
原子構造の研究は進んでいない．LSカップリングからJJカップリングに至る原子構造やスペクト
ル線構造の変化を研究する絶好の機会である．プラズマ中でのイオンの電離平衡についても実
験・理論両面において解明が待たれている． 
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シシンンポポジジウウムム：： 
上述した物理背景を基にシンポジウムでは「研究の動機と現状」，「LHD及びJT-60Uにおける
EUV及び可視領域タングステンスペクトル観測」，「EBITにおけるタングステンスペクトル観測」，
「高Z原子多価イオンの原子構造」，「高Z多価イオンのエネルギー準位計算における現状と課題」，
「高Z原子多価イオンのスペクトルモデリング」等，実験及び理論の両面から現状と今後の研究課
題について発表を行い討論する．	


磁気双極子禁制線波長の原子番号依存性 
チタン様イオンはLS結合とJJ結合を仮定した理
論波長予測の中間に位置しており，より高精度
な原子構造モデルの構築が求められる．また，
実験からチタン様イオンの波長を決定することが
できれば，理論精度向上に大きな役割を果たす

ことができる．	




13	
  

渦に注目するプラズマ宇宙物理の新展開	
  
（東大・吉田善章）	


  渦（循環運動）と磁場を統一して理解するフレー
ムワーク 　àプラズマ物理の新しい位置づけ	
  
  時空間の歪（相対論効果）が渦＝磁場を生む    
à	
  宇宙初期磁場の理論	
  
  渦の自己組織化 à	
  磁気圏プラズマの理論	
  

	
  

  S.M.	
  Mahajan	
  and	
  Z.	
  Yoshida;	
  Twis�ng	
  space-­‐�me:	
  Rela�vis�c	
  origin	
  of	
  seed	
  
magne�c	
  field	
  and	
  vor�city,	
  Phys.	
  Rev.	
  Le�.	
  105,	
  095005	
  (2010).	
  

  Z.	
  Yoshida	
  et	
  al.;	
  Magnetospheric	
  vortex	
  forma�on:	
  self-­‐organized	
  confinement	
  
of	
  charged	
  par�cles,	
  Phys.	
  Rev.	
  Le�.	
  104,	
  235004	
  (2010).	
  

  Z.	
  Yoshida	
  and	
  S.M.	
  Mahajan;	
  Duality	
  of	
  the	
  Lagrangian	
  and	
  Eulerian	
  
representa�ons	
  of	
  collec�ve	
  mo�on	
  -­‐-­‐	
  a	
  connec�on	
  built	
  around	
  vor�city,	
  
Plasma	
  Phys.	
  Controlled	
  Fusion	
  (in	
  press).	
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（4）プラズマ宇宙物理3学会共催セッショ
ン	


準備状況と今後の日程 
　　　8月12日　共催セッション打ち合わせ （東京大学本郷キャンパス ） 
　　　9月　日本天文学会企画セッション提案 　　 
　　　10月　セッション内容（招待講演者等）決定 　　 
　　　11月　講演申込、予稿提出（通常セッションより前に締切） 　　 
　　　12月　講演プログラム作成  

日日本本天天文文学学会会春春季季年年会会　　2012年年3月月19日日（（月月））～～22日日（（木木））  　　　　 
場場所所：：龍龍谷谷大大学学  深深草草キキャャンンパパスス（（京京都都市市伏伏見見区区））  

これまでに開催された共催セッション 
　　第1回　日本物理学会60回年会（2005.3）口頭発表121件 　　 
　　第2回　地球惑星連合大会(2006.5) 口頭93件、ポスター92件 　　 
　　第3回　日本天文学会秋季年会（2007.9) 口頭97件、ポスター10件  
　　　　　（天文学会52、物理学会 27、SGEPSS　26、その他　2 ）　　 
　　第4回　日本物理学会64回年会(2009.3) 口頭151件 　　 
　　第5回　地球惑星科学連合大会(2010.5) 口頭107件、ポスター62  

世話人	


物理学会：安藤　晃（東北大）、　井　通暁（東大）、　三好隆博（広島大） 
天文学会：松元亮治（千葉大）、柴田一成（京大）、犬塚修一郎（名大）、新田伸也（筑波技術大） 
ＳＧＥＰＳＳ：篠原　育（ISAS/JAXA）、杉山  徹（JAMSTEC）、中村  匡（福井県立大）、松清修一（九大）	
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プラズマ宇宙物理3学会共催セッション	
講講演演募募集集分分野野とと基基調調講講演演	
	


１．粒子加速・衝撃波・相対論プラズマ  
　　　　　大平　豊（KEK）　超新星と粒子加速  
　　　　　大澤幸治（名大）　衝撃波と超相対論的粒子加速 
２．磁気リコネクション  
　　　　　銭谷誠司（国立天文台）　リコネクションの数値実験  
　　　　　井 通暁 （東大）　　　磁気リコネクション室内実験の進展 
３．太陽活動・フレア・コロナ加熱・太陽風  
　　　　　勝川行雄（国立天文台）　　最近の太陽観測で探る太陽大気の加熱機構 
４．天体磁気圏  
　　　　　柴田晋平（山形大）　パルサー磁気圏研究最前線 
５．磁気流体現象：ジェット・降着円盤・ダイナモ・構造形成　　　　　　　　 　　　  
　　　　　廣瀬重信(JAMSTEC) 降着円盤の磁気流体・輻射磁気流体計算  
　　　　　藤澤彰英（九大）　磁化プラズマにおける乱流と構造形成 
６．実験室宇宙物理、プラズマ計測・観測  
　　　　　高部英明（阪大）　レーザー宇宙物理とは何か  
　　　　　蔵満康浩（阪大）　高マッハ数無衝突衝撃波実験の現状  
　　　　　加藤恒彦（広島大）超高強度レーザーによる真空崩壊と電子対プラズマ生成  
７．弱電離プラズマ・放電・大気電磁気現象  
　　　　　芳原容英（電通大）　雷放電に伴う電磁気現象  
　　　　　荻野瀧樹（STE研）　超並列磁気流体計算  

赤字が物理学会提案	
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プラズマ宇宙物理3学会共催セッション	
講講演演申申しし込込みみとと参参加加費費	
	


参加費：3000円（講演ありの場合無料） 　　	

講演登録費：3000円（1講演につき） 　　	

講演予稿集：2000円 （クレジットカード払い）	

ただし、物理学会、SGEPSS会員であって天文学会員でない方が 本企画セッション以外のセッションで
講演される場合には １講演について10000円の講演登録費がかかります。	


((11))予予稿稿申申込込フファァイイルルののダダウウンンロローードド	
 	
 

　　http://www.asj.or.jp/nenkai/abs/	
 より予稿申込ファイルをダウンロードする。	
 

((22))予予稿稿作作成成	
 	
 

　　上記ファイルの中のsample.texを編集し、800文字程度で予稿を記入してください。	
 

　　通通常常のの申申しし込込みみととはは記記入入要要領領がが異異ななりりまますすののででごご注注意意くくだだささいい。。	
 	
 

((33))予予稿稿ををメメーールルににてて送送付付	
 	
 

　　送付アドレス：plasma@astro.s.chiba-u.ac.jp	
 

　　　　通通常常のの送送付付先先ととはは異異ななりりまますすののででごご注注意意くくだだささいい。。	
 	
 

　　　　締締切切はは１１１１月月３３００日日（（水水））２２４４時時でですす（（通通常常のの締締切切よよりりもも早早いいでですすののででごご注注意意くくだだささいい））。。	
 	
 

講講演演申申しし込込みみ方方法法のの概概要要	
 	
 
（（詳詳ししくくはは	
 	
 http://www.astro.phys.s.chiba-u.ac.jp/pjs2012/ ををごご参参照照くくだだささいい））	
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プラズマ宇宙物理3学会共催セッション	
今今後後のの33学学会会共共催催ににつついいてて	
	


今今後後のの３３学学会会共共催催ににつついいてて	
 	
 

これまでに開催された共催セッション 
　　第1回　日本物理学会60回年会（2005.3）口頭発表121件 　　 
　　第2回　地球惑星連合大会(2006.5) 口頭93件、ポスター92件 　　 
　　第3回　日本天文学会秋季年会（2007.9) 口頭97件、ポスター10件  

 （天文学会52、物理学会 27、SGEPSS　26、その他　2 ）　　 
　　第4回　日本物理学会64回年会(2009.3) 口頭151件 
　　第5回　地球惑星科学連合大会(2010.5) 口頭107件、ポスター62  
　　第6回　日本天文学会春季年会(2012.3)　龍谷大学 深草キャンパス	


当初２回ずつ６年の予定でス2005年からスタートしました。	


検検討討事事項項：：今今後後もも継継続続ししててここのの共共催催セセッッシショョンンをを維維持持すするるかかどどううかか。。 
・発表件数的には、十分に意味のある活動となっていると思われます。 
・現在のペースを維持するならば、 

 2013.3 物物理理学学会会、2014.5 SGEPSS、2015.9 天文学会… 
　　となります。（Plasma conference の方は2015応物？、2018物理？） 
	

・次回領域運営会議（2012.3）にて、領域2としての方針を決定したいので、	

　ご意見をお願いいたします。	
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（6）物理学会領域２ 若手奨励賞選考会報告	


応募者３名の中から以下の２名を受賞候補者として推薦した。 
　　　　　　　ーー＞　２０１１年１１月の理事会で承認決定。	


永永岡岡賢賢一一　　（（核核融融合合科科学学研研究究所所　　助助教教）） 
「「磁磁化化ププララズズママ中中のの散散逸逸性性渦渦構構造造のの発発見見ととイイオオンンのの異異常常輸輸送送にに関関すするる研研究究」」 
　対象論文　　Phys. Rev. Lett., Vol.100, 065005 (2008). 
　　　　　　　　　Phys. Rev. Lett., Vol.89, 075001 (2002). 
　　　　　　　　　J. Phys. Soc. Japan, Vol. 70, 131 (2001). 

高高橋橋和和貴貴　　（（岩岩手手大大学学工工学学部部	
 	
 助助教教））	
 	
 
「「ヘヘリリココンンダダブブルルレレイイヤヤーーププララズズママ中中のの粒粒子子エエネネルルギギーー分分布布とと電電気気推推進進へへのの展展開開」」 
　対象論文       Phys. Rev. Lett. Vol.107, 035002 (2011). 
　　　　　　　　　　Appl. Phys. Lett. Vol.98, 141503 (2011) 
　　　　　　　　　　Phys. Plasmas, Vol.15, 084501 (2008) 

委員長：　田中和夫　大阪大学大学院工学研究科 
副委員長：安藤　晃　東北大学工学研究科 
委員：　　長崎百伸　京都大学エネルギー理工学研究所 
委員：　　大野哲靖　名古屋大学工学研究科 
委員：　　篠原俊二郎　東京農工大学	
 大学院	
 工学研究院 
委員：　　畑山明聖　慶應義塾大学理工学部	
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物性分野 領域の略称 表示の提案	


�   物性分野の領域略称を新たに設定する。（11月12日の理事会決定)	


　　　　　領域番号制度の導入（2000.9）・・・旧分科会の硬直性を打破する意図	


　　　　　領域番号制度の弊害・・・他の領域の内容がわかりにくい。領域を再編成しよ　　　　　　　　　 
　　　　　　　　　　　　　　　　　　うとすると、あとのすべての数字に影響	


•  現在の領域２	


　　　　　　領域２ ・・・ブブララズズママ、、放放電電 
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ププララズズママ基基礎礎・・ププララズズママ科科学学・・核核融融合合ププララズズママ・・ププララズズママ宇宇宙宙物物理理	
	


�   略称名の提案　(最大５文字まで)	


　　　　　　　「「ププララズズママ」」	
	


�   括弧書きでキーワードをつけることが出来る。（２４文字まで）	


　　　　　　　（（ププララズズママ科科学学・・核核融融合合ププララズズママ・・ププララズズママ宇宇宙宙物物理理）） (23文字）	


�   アルファベットによる表記の検討・報告・登録	


　　　　　　　““JJPPSS__DDPPPP””	
	


	
	


�   年次大会の領域インフォーマルミーティング等で領域の意見を集約して、年次大会
終了後速やかに連絡。領域委員会（2012年5月）で、各領域の意見を集約した結果
を参考に議論。	
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その他	


  アジア太平洋物理学会連合・プラズマ物理部門(AAPPS-DPP)設設立立にに向向けけてて 
　　　　　　　　　　　　　　　　　　高高部部英英明明（（大大阪阪大大学学））	
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（２）日本学術会議報告	
 伊藤早苗教授（九大）	
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日本学術会議第３部　総合工学委員会 
（エネルギーと科学技術に関する分科会）	


「大型レーザー装置利用による高エネルギー密度科学の展開」	


小委員会設置の提案の紹介	
 三三間間圀圀興興  　　（（光光産産業業創創成成大大学学院院大大学学））	
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（２）科研費「系・分野・分科・細目表」の見直しについて報告　	


（岡村昇一（ＮＩＦＳ））	



